ら 立とうと いうと き、 おとうさん はお かあさんに、 

るす たの こども き 

「しっかり 留守 を 頼む よ。 それから 子供に 気をつけて 

ね ご 

といい ました。 おかあさん も、 

だいじょうぶ るすい き 

「大丈夫、 しっかりお 留守居 をいた します から、 気 を 

つけて、 ぶじに 早くお 帰りなさい まし ご 

と い いました。 

むすめ こども 

その 中で 娘 はま だ 子供で したから、 ついそ こらへ 

出かけて、 じきにお とうさんが 帰って来る ものの よう 

おも かな かお 

に 思って、 悲しそう な 顔 もしずに、 

るす は..^ 

「おとうさん、 おとなし くお 留守番 をし ますから、 お 



月日が たちました。 

あ ^ 

「もうたん と、 ずいぶん 飽きる ほど 寝た のに、 まだお 

とうさん はお 帰りに ならない の ご 

むすめ ま き かな 

と、 娘 は 待ち 切れな くな つ て、 悲しそう に いい まし 

た。 

ゆび お かぞ 

おかあさん は 指 を 折って 日 を 数えながら、 

「ああ、 もう そろそろ お帰りになる 時分です よ。 いつ 

お帰りになる か 知れない から、 今の うちにお へやのお 

そうじ をして、 そこら をき れいに してお きましょう。」 

こうい つ て 散らかつ たおへ やの 中を片 づけ はじめ ま 

すと、 娘 も 小さな ほうき を 持って、 お 庭 を はいたり し 



むすめ 

るよう でした。 娘 はた まら なくなって、 

「ああ、 おかあさんに 会いたい ご 

ひと ごと とき 

と 独り言 をい いました が、 ふと あの 時お かあさんに 

おも だ かがみ だ 

いわれた こと を 思い出して、 鏡 を 出して みました。 

あ きく だ 

「ほんとうにお かあさんが 会いに 来て 下さる かしら ご 

むすめ かがみ 

娘 はこうい いながら、 鏡の 中 を のぞきました。 す 

力 力み t 

ると どうでしょう、 鏡の 向こうに はお かあさんが、 そ 

れ はずつ と 若い 美しい 顔で、 にっこり 笑って いらつ 

むすめ 

しゃいました。 娘 はぼう つと したよう になって、 

「あら、 おかあさん ご 

と 呼びかけました。 そしてい つまで もい つまで も、 



「よしよ し、 こんど おれが 見て やろう ご 

むすめ あと ひとま はい 

といって、 ある 日 そっと 娘の 後から 一間に 入って 

い むすめ いっしん かがみ み い 

行きました。 そして 娘が 了 心に 鏡の 中に 見入って い 

るう しろから、 出し抜けに、 

まえ なに 

「お前、 何 をして いる ご 

こえ むす. o おも 

と 声をかけました。 娘 はび つくりして、 思わず ふ 

ま か かお 

るえ ました。 そして 真っ赤な 顔 をしながら、 あわてて 

鏡 を かくしました。 おとうさん はふき げんな 顔 をし 

て、 

「何 だ、 かくした もの は。 出して お見せ ご 

むすめ こま かお 

といい ました。 娘 は 困った ような 顔 をして、 こわ 
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